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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
も
コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
り
ま
す
が
、
中

越
地
協
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
消
費
者
物
価
が
３
％
を
超
え
ま
し
た
。
日
銀
の
イ
ン
フ
レ
タ
ー
ゲ
ッ
ト
２
％
超
も

今
に
な
っ
て
し
ま
え
ば
何
だ
っ
た
の
か
と
疑
い
た
く
な
る
今
日
こ
の
頃
の
ス
タ
グ
フ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
起
こ
し
て
い
ま
す
。
そ
も
そ
も
賃
金
が
上
が
っ
て
こ
な
い
中
で
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

は
本
当
に
政
策
と
し
て
正
し
か
っ
た
の
か
疑
問
が
残
り
ま
す
。
構
造
的
デ
フ
レ
が
こ
の
国
の

経
済
を
蝕
ん
で
き
た
こ
と
は
事
実
で
、
企
業
価
値
で
世
界
の
ト
ッ
プ
テ
ン
に
入
る
日
本
の
企

業
は
皆
無
で
す
。
ト
ヨ
タ
自
動
車
で
さ
え
三
〇
位
代
な
の
で
す
。
失
わ
れ
た
三
〇
年
で
、
世

界
の
経
済
構
造
は
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
先
の
企
業
価
値
の
上
位
と
言
え
ば
、
ア
ッ
プ
ル

で
す
。
い
く
つ
か
の
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
が
上
位
に
つ
け
て
い
る
の
で
す
。
製
造
業
大
国
で
あ
っ

た
日
本
が
今
で
は
韓
国
や
台
湾
企
業
に
負
け
て
い
ま
す
。
同
時
に
こ
の
間
で
起
こ
っ
た
の
が

派
遣
業
法
等
の
雇
用
区
分
の
改
訂
に
よ
り
、
企
業
の
負
債
整
理
や
人
件
費
カ
ッ
ト
に
よ
る
雇

用
政
策
へ
一
気
に
加
速
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
Ｉ
Ｔ
分
野
へ
舵
を
切
ろ
う
に
も
企
業
体
力

が
疲
弊
し
た
中
で
は
無
理
が
生
じ
ま
す
。
国
力
と
同
時
に
企
業
の
価
値
も
ど
ん
ど
ん
下
落
し

て
い
っ
た
の
で
こ
の
三
〇
年
で
す
。
一
方
で
企
業
の
内
部
留
保
は
過
去
最
高
額
を
年
々
更
新

し
て
い
る
矛
盾
も
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
こ
に
き
て
政
労
使
で
賃
金
改
善
を
声
高
に
言
っ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
も
そ
も

欧
米
と
比
較
し
た
場
合
、
賃
金
改
定
の
シ
ス
テ
ム
が
異
な
る
わ
け
で
、
単
位
組
合
が
無
い

（
産
業
別
組
合
は
あ
る
）
諸
外
国
と
の
賃
金
決
定
シ
ス
テ
ム
違
い
が
よ
り
大
き
く
出
て
き
た

の
が
昨
今
の
官
製
春
闘
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
は
日
本
の
賃
金
決
定
シ
ス
テ
ム
で
は
な
い

は
ず
で
す
。
ジ
ャ
パ
ン
・
ア
ズ
・
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
と
言
わ
れ
、
諸
外
国
か
ら
羨
望
の
目
で
見

ら
れ
た
日
本
的
経
営
の
三
種
の
神
器
、
終
身
雇
用
、
年
功
賃
金
、
企
業
内
労
働
組
合
、
そ
の

構
造
が
も
は
や
制
度
疲
労
を
お
こ
し
て
い
な
い
か
、
特
に
企
業
内
労
働
組
合
は
、
そ
の
意
義

や
責
任
を
欧
米
の
産
業
別
組
合
の
よ
う
に
厳
し
く
経
営
と
対
峙
し
て
い
る
の
か
振
り
返
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
物
価
上
昇
に
追
い
つ
け
な
い
賃
金
が
延
々
と
続
く
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
負
の
サ
イ
ク
ル
を
打
破
す
る
こ
と
が
我
々
労
働
組
合
の
リ
ー
ダ
ー
に
課

せ
ら
れ
た
大
き
な
課
題
で
す
。
成
果
を
出
す
行
動
に
転
換
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。し

か
し
、
令
和
４
年
「
労
働
組
合
基
礎
調
査
」
の
結
果
を
（
厚
生
労
働
省
発
表
）
を
見
る

と
、
六
月
三
十
日
現
在
の
組
合
員
数
は
、
前
年
よ
り
８
６
，
０
０
０
人
減
（
０
・
８
％
減
）

の
９
，
９
９
２
千
人
に
減
少
し
、
単
一
労
働
組
合
の
数
は
、
前
年
よ
り
３
４
６
組
合
減

（
１
・
５
％
減
）
の
２
３
０
，
３
４
６
組
合
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
連
合
の
組
合
員
数
は

４
万
２
千
人
減
少
し
６
８
３
万
人
７
千
人
と
な
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
労
働
組
合
離
れ
も
進
ん

で
い
る
の
で
す
。

今
ま
さ
に
問
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
日
本
的
経
営
の
中
で
養
っ
て
き
た
労
働
組
合
の
本
質

で
す
。
来
る
べ
き
賃
金
闘
争
で
組
合
員
の
、
ま
た
は
社
会
の
賃
上
げ
要
請
に
成
果
と
し
て
応

え
て
い
か
な
け
れ
ば
、
信
頼
の
失
墜
は
加
速
し
て
い
き
ま
す
。
労
働
組
合
は
労
働
者
の
地
位

向
上
の
為
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
信
頼
の
失
墜
に
な
ら
な
い
た
め
に
春
闘
で
成
果
を
挙
げ
ま

し
ょ
う
。
そ
し
て
、
「
働
く
こ
と
を
軸
と
す
る
安
心
社
会
―
ま
も
る
・
つ
な
ぐ
・
創
り
出

す
ー
」
は
２
０
３
５
年
を
展
望
し
た
新
た
な
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
共
に
あ
り
ま
す
。
地
域
協

議
会
は
そ
の
具
体
的
活
動
を
行
動
に
起
こ
す
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
特
に
組
合
作
り
は
最

重
要
課
題
で
す
。

地
域
に
顔
の
見
え
る
地
協
運
動
と
は
、
社
会
的
責
任
を
果
た
す
労
働
組
合
の
行
動
に
も
寄

与
す
る
も
の
で
す
。

大
変
な
時
代
で
す
が
共
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

皆
様
の
益
々
の
ご
健
勝
・
ご
活
躍
を
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。



(2)第1132号（第三種郵便物認可）       れんごう中越地協   毎月3回(1日.11日.21日発行）2023年1月1日

賃上げ･一時金情報、活動予定･紹介･報告、地域よもやま情報、連合中越のホームページは http://tyuuetu.net/     連合中越のメールアドレスは rengo.c@topaz.ocn.ne.jp賃上げ･一時金情報、活動予定･紹介･報告、地域よもやま情報、連合中越のホームページは http://tyuuetu.net/     連合中越のメールアドレスは rengo.c@topaz.ocn.ne.jp

新春を迎え、謹んで新年のお慶びを申し上げます。

連合中越の皆様におかれましては、日頃より勤労者の地位向上や福祉の充実に積

極的に取り組まれていることに、深く御礼申し上げます。

「光陰矢の如し」と申しますが、一昨年12月の選挙を経て市長に就任してから、瞬

く間に１年が経過いたしました。この１年間、職務を通して多くの市民の皆様や市

内事業者の方々と対話を重ねる中で、市長としての重責を実感し、日々身の引き締

まる思いでございます。

さて、昨年は全国的に災害が多発し、県内でも８月の県北豪雨災害は大きな被害をもたらしました。いつ、どこで起きるか分

からない災害に対し、昨年市では例年の防災訓練に加え、自主避難ができない要支援者の「個別避難計画」を検証する避難訓練や、地震を想定

した市職員の初動対応訓練などを新たに行いました。これらの訓練の結果を踏まえ、新年はこれまで以上に防災体制を強化してまいります。

また、昨年から続くコロナ禍での物価高騰は、市民一人ひとりの生活に大きな影響を及ぼしています。物価高騰に対しては、昨年より、市民

全員とこれから生まれてくる赤ちゃんも対象とした見附応援商品券を配布しています。１月からは、市内の小・中・特別支援学校、保育園、幼

稚園の給食費を無条件で３か月無償化する取り組みも進めていきます。今後も引き続き、市民の皆様の生活をしっかりと下支えしてまいりま

す。

私は就任以来、市民の皆様の暮らしを重視し、誰もが「暮らし満足№１のまち」だと思える見附にすることを究極の目標としています。目標

達成にはさまざまな課題がありますが、中でも人口減少・少子高齢化への対応は「待ったなし」と考えています。人口減少の抑制には、若者や

子育て世帯が見附に「住み続けたい」「住みたい」「戻ってきたい」と思えるまちづくりが重要です。新年は、新町に小児科を含む３つの医院

が開院する他、学校町の旧店舗跡地に子どもの居場所（仮称）もオープンを予定しており、見附の住環境や子育て環境が大きく向上する年にな

ると確信しております。

私が就任から継続している「ふれあい懇談会」では、さまざまな年齢、性別、職業の市民の皆様と対話を重ねてまいりました。多様な市民の

皆様の意見とともに、昨年から着任した「地域力創造アドバイザー」など外部の知見を活用し、時代に合った新たな取り組みを積極的に実行し

ていきます。

見附の強みである地域コミュニティや市民団体の力はもちろん、市内事業者をはじめとしたあらゆる力を結集し、新年も引き続き「輝く見附

の未来を見据えたまちづくり」を進めていきます。市民の皆様におかれましても、ご理解とご協力をお願いいたします。

結びに、新年が皆様にとって幸多き素晴らしい年となりますことを心よりお祈り申し上げ、新春のごあいさつとさせていただきます。

新年のごあいさつ

  見附市長  稲田  亮

明けましておめでとうございます。謹んで新年のお慶びを申し上げます。

連合中越の皆様におかれましては、日頃から勤労者の地位向上や福祉の充実のた

め、積極的に事業に取り組まれるとともに、行政や関係機関との橋渡し役としてご

尽力いただき、心から感謝申し上げます。

特に、連合中越をはじめとする関係団体の皆様が運営する、新潟県ライフサポー

トセンターでは、専門家との連携により、雇用から家庭に関する問題まで幅広く生

活に寄り添った相談支援を実践されるなど、大きな役割を果たしておられます。今

後も、市内の勤労者の皆様のよりどころとして、支援のさらなる充実を期待しております。

長期化する感染禍に加え、物価高騰や急激な円安など、社会経済環境は大きな変化に直面しています。こうした中、長岡市は

ポストコロナを見据えた成長政策を力強く展開してまいります。

「長岡北スマート流通産業団地」には21社の進出が決定し、現在6社の稼働が始まり、最終的には団地内で1,000人の雇用を見込んでいます。

新たな企業進出により、雇用の創出と定住人口の増加につなげてまいります。

さらに、ＪＲ長岡駅周辺エリアでは、首都圏企業のサテライトオフィスの開設が相次ぎ、コワーキングの民間拠点も次々に誕生しています。

長岡で暮らしながら首都圏企業にリモートワークで勤める新しい働き方「ナガオカワーカー」の取り組みも大きく広がり、イノベーション都市

を目指す政策の成果が表れてきています。

今後も、地方分散の流れを的確に捉え、働く場の創出や女性活躍の推進と多様性（ダイバーシティ）の確保、産業界のデジタル化・ＤＸ支援

に取り組み、地域経済の好循環につなげてまいります。

いよいよ今年７月、人材育成と産業振興の拠点「米百俵プレイス ミライエ長岡」が先行オープンを迎えます。市内４大学１高専が持つ知識

と人材、ものづくり企業の集積を活かし、産学官金が連携を深め、若者の起業・創業や産業ビジネスを支援するエコシステムが始動します。多

くの人が集い、楽しみ、交流する中で、イノベーションが次々に生まれ、新しい価値の創造による活力あるまちづくりを推進してまいります。

長岡市は引き続き、市民生活と地域経済を全力で守り、勤労者の皆様が安心していきいきと働くことができる環境づくりを進めてまいります

ので、皆様のご理解、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

結びに、本年が皆様にとりまして健やかで実り多い年になりますことを心から祈念し、新年のあいさつといたします。

新年のごあいさつ

長岡市長 磯田 達伸


